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説明会の進行について
•計画の概要と設計方針についての説明（～20分）

•参加者からの質疑（～10分）
質疑内容及び回答については質疑書に取りまとめ後日回答書を作成し
HPに掲載する。

•現地見学（～20分）



経緯・計画概要
• 女子生徒の生活環境の改善
• 女子生徒の入学受け入れ人数の増員
→現女子寮の南側の敷地に女子研修宿泊施設を新設
（現女子寮は解体せず別用途で継続利用）

• 木造二階建てを4棟雁行して連結させる構成
• 管理棟には寮監家族が在住する
• 居住人数は寮生36人＋寮監家族4人程度
• 3人一部屋で9人（3部屋）ユニットとしそれぞれに水廻り
• 主要用途/設備
調理研修室（家庭用ガスコンロ×3,家庭用オーブン×3)、在来浴室（シャワー,
カラン×4)、太陽熱給湯など







補助⾦
• 農林⽔産省のR６年度補正予算補助⾦交付対象事業（農業教育環境整備事
業のうち施設等整備事業）に該当
「別記3_農業教育環境整備事業(index-63.pdf)」第5章第2項に該当

• 今年度の3⽉中までに完了し交付を受ける必要がある
• 完了時には⼯事完了届、施⼯図のほかに⼯事費内訳書の提出が必要
• ⼊札の⼯事内容には⼀部補助対象外⼯事（地盤改良⼯事など）も含むため
完了時には交付申請⽤に別途⼯事費内訳書の作成業務を依頼する。

• ⼯事費積算基準についても規定があるため要確認
「強い農業づくり総合⽀援交付⾦のうち産地基幹施設等⽀援タイプ等の交付対象事業事務及び
交付対象事業費の取扱いについて（211221-38.pdf）」（第2章から第5章参照）



⼯法・構造の説明

•「愛農⾼校⼥⼦宿泊研修施設の設計に関する参考資料」を参照
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■施設計画の概要

■木造ドミノ住宅とは

■研修施設への応用

愛農高校女子宿泊研修施設の設計に関する参考資料 2024.12.20　野沢正光建築工房

 「木造ドミノ住宅」（2007年度グッドデザイン賞受賞）は70年
の長期利用を見込んだ在来工法をベースとするサポート＆インフ
ィル住宅である。耐力壁の配置を建物の外周部のみに集約するこ
とで、住宅内部に存在する構造体は大黒柱１～２本のみのがらん
どうな空間となる。柱や耐力壁などの構造（サポート)と設備や
内部の間仕切りなど(インフィル)が分離して計画されるため、部
屋の用途変更や人数の変化に伴う間仕切り壁の移動・撤去など間
取りの変更が可能で平面計画の自由度・可変性に優れる。また電
気配線や給排水配管を耐力壁内に埋設しないため、設備機器のメ
ンテナンスや更新が容易となり、永く住み続けられる住宅が実現
可能である。さらには、建設にあたり特殊な技術を必要としない
在来工法を採用しているため、汎用性のある生産システムにより
工程の集約や工期の短縮、材料費の削減が可能である。

 必要用途や利用人数から考慮すると、愛農高校の宿泊研修施設の最低必要床面積は約600㎡である。木造ドミノ住宅の工法としては住宅1棟を一つのモジュール（単位）としており、その性能や施工面での合理性を担保するために600㎡のまとまった一つの
建物を計画するのではなく、4棟の住宅スケールの建物を連結させるようにして1つの施設を形成する計画とした。これにより中規模木造の実績の少ない地元技術者などの参画が可能になり、地域の産業システムを利用した施工上のコスト管理も可能とす
ると考えられる。平面計画としては敷地条件から東西に長い計画とすることが求められる。必要な部屋数と面積の条件下で各室の居住性を確保すること、既存建物に囲まれた計画地において外部に多様な場を生み出すこと、棟接合部における施工上のリス
クを回避するなどの目的で各棟の棟ラインを南北にずらし、各棟を雁行に配置する平面計画としている。

4間×4間の2階建て
（約106㎡）

愛農高校では、年々増加する女子入学希望者の受け入れに対応すること、また日本の農業教育を担う立場である学校としてその教育環境を整備すべく、新たに宿泊研修施設を新築することが必要とされている。一方で近年学校敷地内の建物が更新時期を迎
えていることや、これまでに愛農高校で実施されてきた本校舎の耐震・断熱改修の経緯などから、持続可能な建築や学校計画に対する気運が高まっており、今回新築される研修施設においては環境に配慮した計画であることに加えて、永く使い続けられる
施設の計画を目指すことが求められている。さらには高騰する建設費に対する合理的なコスト管理がなされ、愛農高校の校風や自然環境を十分に享受することができ、環境教育面においても貢献できる施設とされることが望ましい。そこで永く住み続けら
れることが可能で、環境性能に優れた木造ドミノ住宅の工法を採用し、計画することとした。

△上棟後の内部空間（左）/設備や家具で緩やかに仕切られた内部空間（右）

電気設備の配線や空調配管などを耐力壁内に埋め込ま
ず長押等の内に露出としておくことで、設備のメンテ
ナンスや更新に容易に対応できる。また天井を張らず
に架構を表しとすることが可能で意匠的な利点も挙げ
られる。

1階床下のがらんどうな基礎内で配管の取り回
しを行うため室内側に現れる配管が少なくなる
。また配管は基礎下に埋め込まず、基礎立ち上
がりで外部に貫通させるため、配管の更新やメ
ンテナンスがし易い。

床張りを先行して行うことで施工面では2階架
構施工時の足場が確保でき、1階を資材置き場
等として利用できる。また室内の建具を吊戸レ
ールとすることで敷居レールをなくし、間取り
の変更に容易に対応可能となる。

・各部の特徴と長寿命化の工夫

×1 ×3+

従来型の住宅基礎 ドミノ住宅の基礎
耐力壁が外周に集約されるため、RCの立上りも外周と大黒柱部
のみとなり1F床下はがらんどうとなる。そのため従来型の住宅
基礎と比べると、コンクリートの使用量が20％削減され、その
結果CO2排出量の削減される。さらに型枠工事に要する手間が
省略されるため、工期短縮や人工削減に貢献する。

①がらんどうな基礎

在来工法の採用によるシンプルな架構は特殊な工具や
工法を用いないため施工者を選ばず、工程の集約や効
率化を図ることが可能となる。また地元の流通材を利
用することで現地の産業システムを活用でき、配送費
や材料費のコスト削減、さらには地産地消や森林の循
環など、持続可能な社会の実現への一助となる。

②シンプルな架構と地元木材の利用 ③床張り先行/吊戸レール

⑤長押を利用した配管・配線計画 ⑥給排水を一元管理する配管工法

・棟ラインを揃えて連棟とする場合

・雁行配置で連棟とする場合

4間×6間の2階建て
（約159㎡）

全体構成 棟ライン

寮室：
均質で画一的な部屋が
隣り合う(開口部1面)

寮室：
可能な限り2面採光/換気を確保

方位や階数によって多様な寮室を計画可能
愛農敷地の豊かな

自然環境を享受できる
増築・増床にも

対応可能

凹凸のある外部空間はプライバシーを
確保しつつ多様な場を生み出す

連結部の施工が難しい...
間隔を拡げると床面積増...

連結部の長さを最小限とし
施工性に配慮する

棟ライン

天井や間仕切りの下地を軽量鉄骨下地とすることで、間取りの
改変への対応が容易に可能となる。また、軸組の施工工程と完
全に切り離して行えるため、工期の短縮や職人の作業効率に貢
献する。

④軽量鉄骨下地による天井・間仕切り壁の計画

△

◎



⼯期およびスケジュール
•補助⾦事業としてはR７年3⽉中に完了とすることが必須
•可能な限り早期に竣⼯させ、卒業年度の在校⽣にも⼥⼦寮を使
⽤できる期間を確保したい

•年内に竣⼯することを最善の⽬標としたいが、落札者の⾒解も
考慮し協議に応じる

•落札者決定後は早急に⼯期およびスケジュールを協議し、決定
する



法規関係の注意事項
•建築基準法上の⽤途は寄宿舎、消防法上は別表1(5)イに該当

•建築基準法関係
内装制限/排煙区画（防⽕設備）/防⽕上主要な間仕切り壁/⼩屋裏隔壁
/22条地域における屋根の構造/22条地域における延焼範囲内の外壁の構
造/特定⼯程の中間検査の実施（上棟→検査→外壁・内壁⼯事）

•消防法関係
⾃動⽕災報知設備/⾃⽕報連動の防⽕設備/消⽕器/避難器具/誘導標識







インフラ⼯事（現地にて確認）
•給排⽔衛⽣⼯事

• 給⽔については既設給⽔管から新⼥⼦寮⽤に分岐配管を敷設する⼯事
を実施済みのため、本⼯事ではつなぎのみ

• 汚⽔排⽔は現⼥⼦寮南側にある圧送ポンプに接続し排⽔

•電気設備
既存⼥⼦寮への送りの低圧配線を分岐し新⼥⼦寮へ送電する
→本⼯事では電柱1本の新設と既存配線の迂回路の配線⼯事も⾒込むこ
ととする（図⾯に未記載の内容）
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設備⼯事
•空調設備は⼀部将来設置とし、本⼯事中には施⼯しない
本⼯事中の実装は研修棟（＋学習室）のみとする

•将来設置とする管理棟、寮室棟A,Bについては図⾯表記の位置
に設置するものとし、それぞれ電源の⽤意と基礎部のスリーブ
および防⽕上主要な間仕切壁の貫通処理を本⼯事中に⽤意する
こととする

•太陽熱給湯設備は施⼯者による機器購⼊が不可となるため施主
購⼊による材料⽀給とし、設置⼯事のみを本体⼯事に⾒込むこ
ととする







#



⼯事中の注意事項
•安全第⼀で施⼯すること
埋設物等に注意して独⾃に事前調査を⾏った上で安全な施⼯計画とする
こと

•⽣徒や職員、⽣き物に⼗分配慮し、学校の⽣活スケジュールに
あわせて施⼯計画を作成すること



現場進⾏中の協議
•⽊部のオイル塗装や家具等の部分的な製作など、可能な範囲で
⽣徒が建設に関われるよう協⼒すること

•専⾨的な内容を除き⼥⼦⽣徒との意⾒交換をしたうえで各部の
仕上げ材や⾊などの詳細を決定する



ケヤキ材など⽀給品の活⽤
•学校敷地に残置してある⽊材等を可能な限り本⼯事に活⽤でき
るよう⼯夫したい

•在庫状況を確認し、提案を含めてストックの活⽤に協⼒するこ
と（現地にて確認）



コスト管理・VE案の提案
•事業予算オーバーで落札となった場合はコスト調整のための設
計変更に協⼒すること

•本⼯事におけるVE案を⼊札時に精算⾒積書と⼀緒に提出するこ
と（⼯事項⽬や提案の内容は不問）
Ex.)物流効率化、家具⼯事or⼤⼯⼯事、材料の共通化、部材のプレファ
ブ化、⼯区分け、愛農材の活⽤など

•提出資料は⼊札額に差が出なかった場合の落札者選考の参考資
料として活⽤する

•提出資料は様式は問わないが、原設計からどれほどの減額代に
なりうるのかわかるように作成すること


